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ザンピア共和国農村部の授業に関する研究

教科・領域教育専攻

国際教育コース

沖彩菜

1.研究背景

近年，社会ー生態学的システムの持続可能性

への懸念の高まりにより，持続可能な開発のた

めの教育但SD)が世界的に進められている

<Chikamori， K， Ozawa， H.， Ak出，H.， & Ono， Y. 

2016).筆者は，彼らが 2013年度から 3年間の

予定で行っているザンピア農村部の3つの学校

を対象に環境教育プログラムの開発に関する調

査研究に2014年度から参加した.

2015年 2月に授業観察を実施した際，英語を

母語としない子どもたちが英語による授業内容

の理解に困難を感じている様子で、あった.特に，

子どものノートテイキングの様子を観察して

いたところ，黒板に示された内容をあたかも絵

を描き写すかのようにゆっくり時間をかけて書

き写していたことが印象的であった.このこと

から，子どもたちは黒板に書かれていることを

理解できているのか，そもそも授業の内容を理

解できているのかとしづ疑問が生じた.そこで、

本研究では，現地の子どもたちにとって第二言

語である英語による授業において，教師のどの

ような授業アプローチが子どもたちの学習に効

果的であるのかという点について，授業実践と

子どものノートテイキングから検討した.

2.布院目的と課題

言語に関する課題の角軟につながる授業アプ

ローチ方法を探り，ザンピアの理科教育の質向

指導教員近森憲助

上につながる示唆を得ることが本布椀の目的で

ある.研T謀題は，以下の3つである.

課題 1:授業の実態はどのようなものか.

課題 2:子どもたちは授業をどのように捉え，

学んでいるのか.

課題 3:英語による授業において学習内容の理

解を促すための授業アプローチヌア法とは何か.

3.研究の手法

それぞれの課題に対して以下の手法を用いた.

課題1:カリキュラム分析，教科都主析，授業観

察においてザンピア農中、措日の授業の実態を探る.

課題 2:授業実践を行うことで子どもたちの反

応を直接的に観察し，ノート分析から間接的に

分析する.

課題 3:授業観察から得たザンピア農村部の教

師の授業スタイルと授業実践，ノート分析の結

果を統合して考察する.

4.結論

3つの課題に対しての解を以下に述べる.

課題 1:ザンピアのカリキュラムには，ザンピ

アの国の制兄を踏まえ学習内容が組み込まれて

いる.ザンピアでは中等教育へ進む子どもがま

だまだ多くないことからも，基礎教育段階の初

等教育において，子どもたちが大人になってい

く上で身に付けていてほしい知識(特に，

回初'AIDSや早期妊娠などザンピアの現状を踏
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まえた知識を組み込んで、いることがわかった.

第6学年の環境分野の「水Jに関するカリキュ

ラムでは水循環の原理となる蒸発や凝縮を理解

し，日常生活と水循環の関わりについて学習す

るように組まれている.教科書では多くの実験

キ栢動が取り上げられており，子どもたちの活

動場面を多く取り上げられるように組み込まれ

ている.この学習内容で期待される成果として，

水循環ヰ察発，凝縮について説明ができること

をあげており，子どもたちが学習内容をインプ

ットするだけでなくアウトプットすることも求

められている.実際に授業観察をした際，教師

はグ、/いープワークにおけるディスカッションを

多く取り入れ，子どもたちの話す常絵を多く設

けようとしていた.しかし，それらの機能が全

体にうまく発揮できていないことがあった.現

場では教室の環境や1クラス当たりの子どもの

人数など決して充実した環境の中で授業が実施

されておらず，教師が子ども一人ひとりに対す

る支援の難しさを垣間見ることができた.また

板書では，図を用いて要点をまとめたものあれ

ば，教科書の丸写しをしてしまう教師もいた.

さらに，板書は授業の最後という流れアがどの

教師にも共通していたこれらのことから，ザ

ンピア農村部の授業文化は，グループワークを

取り入れることと，授業の最後に子どもにノー

トを取らせることである.

課題 2:子どもたちは，静かに教師の話を聞き

授業に臨んでいる.耕市の指示通りにグ、ループ

ワークを行ったりノートを書き取ったりしてい

る.教師の言うことに忠実に従う子どもたちの

性格から，ノートにおいても多くの子どもが指

示に沿って忠実に書きとっている.しかし，グ

ノレープワークにおいて，主体的に活動できる子

どもは少なく，受け身な授業形態の定着が子ど

もたちの主併快活動への移行において困難を

生じさせている.このことは「聞いて学ぶ」とし、

う学習の文化があることを示している.つまり，

子どもたちの受容的な学習スタイルの定着が，

教師の話を聞くことで学ぶ内容と捉え，聞くこ

とでそれらを学んでいる傾向があるということ

だ.

課題3:授業実践において f1.図を提示する

ことJ， f2.鶏苦の科学用語に相当する母語を

取り入れること」は，子どもたちの学習内容理

解を促すための一つの手立てになる.図の提示

は，現地教師も取り入れている手法であり，子

どもたちにとって馴染みがあり受け入れやすし、

ものであったと考えられる.また，子どもたち

は，教科書を持っていないため図を提示するこ

とで，授業内容の瑚卒を助ける手段の一つにな

る.さらにノート分析より，母語を提示した場

合の単語の正答率が高い場合が多いことからも，

母語は，子どもたちが授業内容を理解するため

の手助けの一つになると考えられる.

授業実践において効果を感じた音読では，子

どもたちが母語と英語の音読をした際，声の大

きさに違いが見られた.これは，子どもたちの

単語の瑚破を知る指標になる.また，先行研

究においても音読が記憶の定着や文章瑚平に効

果があることが指摘されている.このことから，

母語と英語の利用と共に音読の利用が子どもた

ちの科判概念の構築の手助けになると考えら

れる次にノート分析より，書くことの意義を

見いだすことができた.先行研究でもノートテ

イキングと学習内容理解度には相関があること

が言われている耕市によるノート指導の充実

が，教科書代わりとなるノートを作りにつなが

り，学習内容理解度を促す第一歩にもなると期

待できる.




